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輝く瞳　燃える情熱　～若人の夢　この北の大地に～

22 日 (金) ： 50 ～
コート 第 2 試合

－

－

－

( ) － ( )

－

山田　秀剛（南幌）

【リーグ戦績】
№ 得点 ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ № 得点 ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ 反則

4 4 0 2 0 4 4 0 2 0 0

5 16 0 8 0 5 7 0 3 1 2 16 - 11 0 1

6 24 0 12 0 6 3 1 0 0 0 28 - 4 1 勝

7 8 0 4 0 7 4 0 2 0 3 74 22 - 10 29 0 0 位

8 2 0 1 0 8 0 0 0 0 0 8 - 4 0 敗

9 0 0 0 0 9

10 2 0 1 0 10 3 0 1 1 0 0 0

11 4 0 1 2 11 6 0 3 0 1 0 勝

12 6 0 3 0 12 0 0 位

13 0 0 0 0 13 0 0 0 0 1 0 敗

14 0 0 0 0 14

15 2 0 1 0 15 11 - 16 0 0

16 6 2 0 0 16 4 - 28 0 勝

17 0 0 0 0 17 29 10 - 22 74 1 0 位

18 18 2 0 1 0 0 4 - 8 1 敗

74 2 33 2 29 1 12 2 7

　【戦評】
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男子Ｈ－１

会　場

【試合結果】

日　時 　　平成１５年８月 10
　札幌美香保体育館 Ｈ

後藤　卓也　(北海道)

　東北代表の津軽と関東代表の鬼怒の対戦。１クォーター、津軽が出だしから速い展開からの
得点を重ねゲームを優位に進める。鬼怒は小柄ながらリバウンド、ルーズボールを粘り徐々に
追い上げていく。津軽が１６－１１の５点リードで終了。
　２クォーター、津軽が強いディフェンスから鬼怒のミスを誘い、＃５　下山、＃６　湊谷、
＃７　玉田の得点でリードを広げる。鬼怒も＃４　渡辺を中心に必死に食い下がる。津軽の
ディフェンスからの早い切り替えが目立ち、４４－１５と津軽が大きくリードし前半を終了。
　３クォーター、鬼怒はディフェンスを変え、プレッシャーをかけてリズムをつかもうとす
る。これに対して津軽もハーフライン近くでトラップを掛け相手のパスミスを狙い次々と加点
する。津軽が６６－２５とリードして終了。
　４クォーター、津軽は＃８　佐藤、＃９　木村が後輩たちをリードしゲームを進める。鬼怒
は＃７　熊倉、＃１１　山中がチームを引っ張る。点差がある津軽は次々と選手を交代させる
が、持ち味であるパッシングゲームの展開がチーム全体に浸透しているのが印象的であった。
鬼怒は、最後まで関東代表のプライドを持ち、あきらめずに精一杯のプレーをした。何よりひ
たむきで一生懸命なプレイが印象に残った。津軽は一人一人の身体能力・判断能力が高く、中
学生とは思えないプレーを随所に見せた。
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津軽 74 22
青森

佐藤　郁也 2 渡邉　大地

下山　竜良 0 夏葉　和樹

津軽

0

湊谷安玲久司朱 1 松田　恵司

小山　幸広 2 小池　友都

木村　元法 檜山　聡史

佐藤　孝明 3 白川　貴宏 (青森)

玉田　竜大 2 熊倉　大樹

前田　悠也 0 鈴木　雅規

佐藤　浩貴 2 山中　拓也

山口　拓也 0 鈴木　倫央

0大高　光展 泉田　卓也

三浦　昌喜 0 鈴木　暁允

田澤　瑞規 1 釜井　優太

13 合計

酒井　裕

0

合計

津軽(青森) 鬼怒(栃木)

【個人トータル表】

主　審

石澤　学 谷口　翔

木村　和希

津軽

鬼怒

栃木

桜田　孝臣　(北海道)

(青森)

氏　　名 反則 氏　　名
　

岳陽 鬼怒
勝敗 順位

(静岡) (栃木)

岳陽

鬼怒

(栃木)

(静岡)


